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七
月
の
﹁
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
﹂
と
﹁
青
少
年
非
行
問
題
に

取
り
組
む
全
国
強
調
月
間
﹂
に
合

わ
せ
、
七
月
二
日
、
役
場
仁
多
庁

舎
で
、
関
係
者
が
岩
田
町
長
に
協

力
要
請
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達
し

ま
し
た
。

　
伝
達
式
に
は
、
保
護
司
会
、
更

正
保
護
女
性
会
、
少
年
補
導
員
、

地
域
安
全
推
進
員
な
ど
の
関
係
団

体
か
ら
約
三
十
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

　
岩
田
町
長
か
ら
は
﹁
今
後
も
関

係
機
関
、
団
体
の
皆
さ
ん
と
連
携

し
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
づ

く
り
に
努
め
た
い
﹂
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
声
か
け
運
動
や
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
地
域
ぐ
る
み
の
活

動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
七
月
十
九
日
任
期
満
了
に
伴
う
、

奥
出
雲
町
農
業
委
員
会
委
員
一
般

選
挙
が
七
月
一
日
、
告
示
さ
れ
ま

し
た
。

　
立
候
補
の
届
出
を
七
月
一
日
の

午
後
五
時
で
締
め
切
っ
た
と
こ
ろ
、

三
十
人
の
届
出
が
あ
り
、
選
挙
に

よ
る
委
員
定
数
を
超
え
な
か
っ
た

た
め
、
七
月
六
日
に
予
定
さ
れ
て

い
た
投
票
は
行
わ
ず
、
届
出
の
あ

っ
た
三
十
人
全
員
の
方
が
当
選
、

七
月
六
日
に
は
当
選
証
書
が
付
与

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
選
任
に
よ
る
委
員
︵
学

識
経
験
者
︶
に
つ
い
て
は
、
奥
出

雲
町
議
会
か
ら
二
人
が
推
薦
、
関

係
団
体
︵
農
済
・
Ｊ
Ａ
・
改
良
区
︶

か
ら
は
役
員
会
で
の
互
選
に
よ
り

三
人
の
推
薦
を
受
け
ま
し
た
。

新
し
い
農
業
委
員
の
皆
さ
ん
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
︵
届
出
順
︶

︻
選
挙
に
よ
る
委
員
＝
三
十
人
︼

・
糸
原
　
　
功
︵
八
川
︶

・
藤
原
　
純
夫
︵
小
馬
木
︶

・
永
瀬
　
博
道
︵
下
阿
井
︶

・
伊
帳
田
力
雄
︵
稲
原
︶

・
佐
藤
　
芳
雄
︵
大
馬
木
︶

・
森
山
　
富
夫
︵
三
沢
︶

・
　
槻
　
隆
一
︵
稲
原
︶

・
和
泉
　
　
富
︵
上
阿
井
︶

・
松
　
　
忠
司
︵
下
横
田
︶

・
宇
田
川
光
好
︵
佐
白
︶

・
佐
々
木
敏
視
︵
小
馬
木
︶

・
佐
藤
　
　
勉
︵
亀
嵩
︶

・
金
倉
　
弘
美
︵
下
阿
井
︶

・
原
田
　
　
勲
︵
郡
︶

・
梅
木
　
重
信
︵
八
川
︶

・
松
原
　
武
雄
︵
高
尾
︶

・
嵐
谷
　
勝
義
︵
竹
　
︶

・
渡
部
　
光
義
︵
上
阿
井
︶

・
安
部
　
良
　
︵
三
所
︶

・
松
原
　
恒
吉
︵
大
谷
︶

・
藤
原
　
一
利
︵
大
馬
木
︶

・
朝
鳴
　
栄
人
︵
大
呂
︶

・
吉
川
　
　
　
︵
河
内
︶

・
藤
井
　
誠
一
︵
八
代
︶

・
淺
野
　
昭
憲
︵
大
呂
︶

・
恩
田
　
福
男
︵
三
成
︶

・
村
上
　
　
　
︵
亀
嵩
︶

・
水
岩
田
　
　
︵
中
村
︶

・
恩
田
　
　
明
︵
上
三
所
︶

・
吉
田
　
　
勉
︵
横
田
︶

︻
選
任
に
よ
る
委
員
＝
五
人
︼

・
藤
原
　
　
夫
︵
議
会
推
薦
︶

・
松
　
　
幸
二
︵
議
会
推
薦
︶

・
中
林
　
英
清
︵
農
済
推
薦
︶

・
吉
川
　
正
子
︵
Ｊ
Ａ
推
薦
︶

・
長
谷
川
　
巳
︵
改
良
区
推
薦
︶

　多年にわたり女性の社会参加や地位向上に貢献された「男女共同参画社会づくり」に極め
て顕著な功績があったとして、6月26日、総理大臣官邸大ホールにおいて、男女共同参画社
会づくり功労者内閣総理大臣表彰式が行われ、福田首相から赤水照子さんに表彰状が贈ら
れました。（全国で12名が受賞）
　赤水さんは、しまね女性会議（19団体で構成）の会長として、県内女性団体のネットワー
ク形成や女性の地位向上と社会参加の促進を図るため様々な取り組みを行われています。
　また、島根県連合婦人会会長など、婦人会活動を中心に女性の力を結集して、行政と連携
し、地域の環境保全や美化、消費者被害への対応など幅広い分野で活躍されています。

赤水照子さん（中村）
男女共同参画社会づくり功労者
内閣総理大臣表彰

新
し
い
農
業
委
員
　
決
定

三
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

三
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

▲当選証書付与式の様子

青
少
年
の
非
行
防
止

青
少
年
の
非
行
防
止

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
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奥
出
雲
町
国
際
交
流
協
会

景
山
明
彦
会
長
が

景
山
明
彦
会
長
が

　﹁
国
際
化
功
労
者
顕
彰
﹂

﹁
国
際
化
功
労
者
顕
彰
﹂を
受
賞

を
受
賞

県
知
事
か
ら
感
謝
状

馬
木
地
区
婦
人
会

馬
木
地
区
婦
人
会
・
環
境
保
全
功
労

環
境
保
全
功
労

あ
き
よ
し

　
六
月
二
十
二
日
、
三
成
公
園
野

球
場
、
人
工
芝
ホ
ッ
ケ
ー
場
横
の

多
目
的
駐
車
場
で
、
消
防
団
員
約

六
百
人
が
一
堂
に
会
し
、
夏
期
総

合
訓
練
と
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
夏
期
総
合
訓
練
で
は
、
消
防
団

員
の
指
揮
統
一
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
小
隊
、
中
隊
に
分
か
れ
規

律
あ
る
き
び
き
び
と
し
た
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
操
法
大
会
で
は
、

布
勢
分
団
第
一
部
の
宮
　

成
司
団
員
が
﹁
記
念
す
べ

き
第
一
回
大
会
で
、
厳
し

い
訓
練
の
中
で
身
に
付
い

た
心
技
体
を
発
揮
し
、
正
々

堂
々
競
技
し
ま
す
﹂
と
力

強
く
宣
誓
が
あ
り
ま
し
た
。

　
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
は

十
八
チ
ー
ム
、
自
動
車
ポ

ン
プ
の
部
に
は
九
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
日
頃
の
訓
練

の
成
果
を
発
揮
し
、
消
防

技
術
に
一
層
の
磨
き
が
か

か
り
ま
し
た
。

操
法
大
会
成
績

︻
小
型
ポ
ン
プ
の
部
︼

優
　
勝
　

　
八
川
分
団

第
三
部︵
一
七
四
点
︶

準
優
勝

　
馬
木
分
団

第
四
部︵
一
六
四
点
︶

第
三
位

　
馬
木
分
団

第
一
部︵
一
五
九
点
︶

︻
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
︼

優
　
勝

　
布
勢
分
団

第
一
部︵
一
五
五
点
︶

準
優
勝

　
八
川
分
団

第
一
部︵
一
三
三
点
︶

第
三
位

　
鳥
上
分
団

第
二
部︵
一
二
八
点
︶

︻
総
合
の
部
︼

優
　
勝
　
八
川
分
団

　
ま
た
、
八
月
三
日
に
出
雲
市
で

開
催
さ
れ
る
第
五
十
二
回
島
根
県

消
防
操
法
大
会
に
出
場
す
る
八
川

分
団
と
阿
井
分
団
の
操
法
披
露
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
両
分
団
の
選
手
の
皆
さ
ん
に
は
、

奥
出
雲
町
の
代
表
と
し
て
健
闘
を

祈
り
ま
す
。

平
成
二
十
年
度

奥
出
雲
町
消
防
団
夏
期
総
合
訓
練

第
一
回
奥
出
雲
町
消
防
操
法
大
会

　
奥
出
雲
町
国
際
交
流
協
会
の
景

山
明
彦
会
長
︵
三
沢
︶
に
六
月
十
一

日
、︵
財
︶
し
ま
ね
国
際
セ
ン
タ
ー

か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
景
山
会
長
は
、
平
成
六
年
七
月

の
旧
仁
多
町
国
際
文
化
交
流
協
会

発
足
に
尽
力
さ
れ
、
平
成
十
四
年

七
月
か
ら
平
成
十
七
年
三
月
ま
で

会
長
、
合
併
後
は
奥
出
雲
町
国
際

交
流
協
会
の
会
長
と
し
て
現
在
ま

で
十
四
年
の
長
き
に
わ
た
り
地
域

の
国
際
化
推
進
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
、
島
根
大
学
留
学
生
の
ホ

ー
ム
ス
テ
ィ
や
新
宿
日
本
語
学
校

の
外
国
人
生
徒
等
を
は
じ
め
、
国

内
外
か
ら
の
青
少
年
の
受
入
れ
に

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
六
月
の
環
境
月
間
記
念
行
事
の

一
環
と
し
て
、環
境
保
全
に
顕
著
な

功
績
の
あ
っ
た
団
体
と
し
て
、六
月

二
十
六
日
、馬
木
地
区
婦
人
会
に
県

知
事
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。︵
県
内
で
五
団
体
が
受
賞
︶

　
馬
木
地
区
婦
人
会
で
は
、
馬
木

小
学
校
水
辺
の
学
校
︵
蛍
の
住
む

川
づ
く
り
︶
へ
の
協
力
、
砂
田
川

の
河
川
清
掃
、
廃
油
石
鹸
づ
く
り

な
ど
の
水
質
浄
化
に
長
年
に
わ
た

っ
て
活
動
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
子
供
エ
コ
ク
ラ
ブ
応
援

団
と
し
て
、
地
域
、
行
政
を
巻
き

込
み
﹁
枯
れ
た
葦
の
刈
取
り
﹂
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
吉
川
正
子
会
長
か
ら
は
﹁
今
後

も
こ
の
取
り
組
み
を
継
続
し
、
環

境
保
全
に
対
す
る
輪
が
全
町
に
広

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
﹂

と
話
が

あ
り
ま

し
た
。

よ
し

力
強
く
選
手
宣
誓

▲

▲操法大会の様子

▲吉川会長（左）　橋副会長（右）


